


世界のクロサワ、

幻の作品が今、蘇る!

生涯30作を監督し、米アカデミー賞協会

から名誉賞を授与された伝説の映画監督、

黒漂明には、幻の作品があった。実は、 31

作自の監督作品の脚本を完成させ、撮影

寸前まで準備を進めていながら、製作費

等の問題で断念せざるを得なかったのだ。

その幻の作品が、本作『海は見ていたJ と

なって、今ここに蘇る。

黒津監督、

最初で最後のラブ・ストーリー

原作は、山本周五郎の「なんの花か薫る」

と「つゅのひぬま」。脚本を読んだ関係者

は皆いっせいに驚いた。なんと、黒津監督

初のラブ・ストーリーなのだ。「時は江戸、

場所は深川、生粋の江戸っ子たちの本場」

だから、「先ず、粋に行きましょう」とその意

気込みを語っていた黒津監督。そこには

江戸に生きる女の切なくも激しい恋が描

かれていた。

巨匠から巨匠へと託された

時代を超える“魂の希望"の物語

黒津監督と生前、親交が深かった『忍

ぶ川，] rサンダカン八番娼館・望郷』の熊

井啓監督が、黒津監督の万感の想いを引

き継いで映画化を決意した。熊井監督は、

「“し、き"とは、権力に反発する市民意識

の表れ、いわゆる庶民のダンテεイズムと解

釈するならば、私が映固化しても黒津氏の

描こうとしたテーマに通じるに違いなしリと

語っている。

「客に惚れてはいけない」

けれど、恋することは生きること

粋な江戸っ子が、住む深川の少しはずれ

にある岡場所(幕府非公認の私娼地)“葦

の屋"。そこで働くまだ年若いお新は、お

かみさんや姐さん分の菊乃から「客に惚

れちゃいけなしリと事あるごとに教えられ

ていた。にもかかわらず、お新は恋をしてし

まう。女たちのさまざまな想いが交錯する

深川に、ある日突然、稲妻が光り、雷鳴と

共に嵐がやって来た…・-。

日本から全世界ヘ向けて贈る、

映画史に残る傑作の誕生

菊乃を演じるのは『うなぎJ の演技派女

優、清水美砂。お新には『日本の黒い夏

-菟罪-，]の初々しさが印象的な遠野凪子。

また、 21 世紀の日本映画界を支える俳優、

永瀬正敏、確かな演技力の吉岡秀隆らが

出演。スタッフも、美術の木村威夫、音楽

の松村禎三、撮影の奥原一男、衣裳の黒

津和子など、一流の面々が顔を揃えた。既

に全世界での公闘が、予定されている、映

画史に残る新たな傑作の誕生だ。


